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要　　約

　The purpose of this study was to invent the new sports learning which 

paid more attention to the expansion of body-feeling by making universal 

hockey the teaching materials.  The hypothesis was that the improvement 

of touch into the ball was eff ective to achieve the wider body-feeling. As a 

result, the new possibility of the sports learning and the fi tness of universal 

hockey as the teaching materials were suggested.
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１　はじめに

　ほとんどの日本人にとって，初めてスポーツとの関係を結ぶ場は体育学習

である。現在の体育学習はスポーツを中心教材において組み立てられており，

その多くはゲームにおいて優劣を競うことがアイストップとなった内容とな

っている。しかし，優劣は相対的な基準であり，それのみに価値を置くなら

ばスポーツの喜びは基本的に勝者にしか享受できない。そのため，スポーツ

への接近を図るために行う体育学習が，「スポーツ＝優劣を競う」という図

式に適応できない者をスポーツから遠ざけているという矛盾を生んでいる。

　これに対し，有山（2007）は，スポーツ教材のなかに「自らの身体世界

の広がり」という絶対的な価値を重視するムーブメントの学習を取り入れる
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ことにより，運動が苦手な者にとってもスポーツへの接近が容易となる体育

学習の必要性を提起している。

　スポーツと呼ばれる行為には，確かに「競う」という要素が不可欠である。

寒川（2001）は，スポーツが人間のもつ卓越の欲求を満たす行為であるこ

とを踏まえ，「定められた約束ごとのなかで，だれが最も優れたパフォーマ

ンスをみせることができたかを知るための装置」こそがスポーツ文化である

と述べている。「競う」行為は人の本能的な欲求に基づくものであり，それ

はスポーツを生産する原動力となり，魅力の源泉のひとつとなっていること

は間違いない。

　しかし，スポーツを生産する原動力やその魅力は，「競う」ことのみによ

って生成されるわけではない。水泳の鈴木大地選手は手の平に水かきのよう

な筋肉がついていたというが，それは「0.1秒でも速く泳ぎたい，その一点を

思い続けた」結果であると述べている（近藤，1992）ように，スポーツには

人間のより根源的な欲求として，「思いのままに動く身体への願望」が潜ん

でいる。演技の美しさを追及し続けた体操の冨田洋之選手然り，豪快な一本

にこだわり続けた柔道の井上康生選手然り，古今幾多のトップアスリートた

ちがこの願望の虜となり，「ベストパフォーマンスを生みだす身体」あるい

は「思いのままに操れる身体」を追い求め，「自分だけが知る未知の身体世界」

を手中にしようとあがき続けてきたことからもそれは明らかであろう。

　自由自在に動く身体とは，用具や敵や味方など外の世界と自由に交流が可

能な身体である。自らの身体はもちろんのこと，道具をも自分の身体の一部

となし，地面や空気と会話しながら，他人の身体と自在に交信し，それらを

自分の意のままにコントロールすることによって自らの身体世界に遊ぶ快感

は，スポーツをする者すべてにとって共通した憧れである。その意味におい

て，スポーツをする喜びは外の世界を運動感覚として自分の世界に取り込ん

でいく過程にこそ存在し，優劣というのはその結果あるいは現象にすぎない

とも言える。そして，このような過程のなかに喜びを発見することは，その

人，その人の運動習熟レベルに応じて準備されており，技能の優劣に関係な
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く誰にでも保障されているのである。

　このような理論的背景を踏まえ，本学のスポーツ実技 Aの授業では優劣

を競うことのみに基準をおかず，スポーツをするなかで「自由な体の獲得＝

身体世界の広がり」という喜びを発見することを目指してきた。

　学習の前半ではソフトバレーボールを教材に，毎時間，「ボールと会話す

る」，「ボールを通して相手と会話する」などの課題を設け，動きの習熟とと

もに自らの身体感覚が外へ外へと拡大していく喜びに気付く学びを重視する

こととした。授業後半には，それらの成果を踏まえた上で，受講生のほぼ全

員が初めて体験するユニバーサルホッケーの学習に取り組むこととしたが，

授業の構想を練るなかで，意図したねらいを達成するには改善すべき課題が

存在することが明らかとなった。

　ユニバ－サルホッケーは，ホッケーを改良したニュースポーツのひとつで

あり，誰でも手軽にプレーできるように，プラスチック製の素材でできたス

ティックとボールを使用する。しかし，材質・構造ともに質感が非常に軽く，

ボールをヒットした際の触球感が微かなため，ホッケー特有の確かなヒット

の手応えがほとんど感じられないという欠点がある。フィールドホッケーの

熟練者からは，「ホッケーの魅力のひとつである，ジャストミートしたとき

の充実した打球感を全く感じない」という指摘を受けたが，これはとりもな

おさず，触球感の軽さによって，自らの身体とボールという外界との交流が

非常に微弱なものになってしまっていることを示唆している。

　そこで本研究では，ボールに重量をもたせることによって触球感を向上さ

せ，身体と外界が交流した結果である「確かな手応え」を確認することが，

学習者にどのような影響をもたらすものであるのか検証するとともに，自ら

の身体世界の広がりに目を向けた体育学習の教材として，ユニバーサルホッ

ケーを効果的に活用していくための工夫を提案することとした。

２　先行研究

　稲垣（2004）は，トップアスリートが体験するピークパフォーマンス時

の恍惚体験や誰もが体験できるランナーズハイを例にとりながら，「エクス
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ターズする身体」という語を用いて，スポーツのなかに，祝祭や宗教におけ

る恍惚状態に相通じるような身体技法の領域を切り開く可能性を指摘してい

る。その上で，「一定の身体活動をとおして起こる心象風景を楽しむスポー

ツ」，「自己と他者との関係性を楽しむスポーツ」としての「ヴィジョナリー・

スポーツ」というものを提唱しているが，その具体的なまなざしは主として

自然に身を置き自然との一体感を味わうネイチャースポーツに向けられたも

のであった。

　また，三木（2005）は体育における身体性の教育という視点から，自ら

の運動感覚能力を駆使して「動ける身体」を獲得することで，周りの世界や

他者との関係に，今とは違った新しい意味世界を生み出すことに体育学習の

新たな意義を見出し，器械運動や体ほぐしの運動を例にとりながら，「動き

のかたち」を読み取り，動くコツをつかむ体育学習のあり方や指導法につい

て提案している。三木の提案は技能学習の効果的なあり方を実践的に提示し

ており，今後の体育学習の方向性を示すものとして斬新な示唆に富んでいる

が，個人の身体世界の変容が，「動ける身体」の獲得や体育学習そのものに

どのような影響を与えるか実証的に踏み込んだものではない。

　これらの論や提案を踏まえて，有山（2007）は各個人の身体世界の変容

が体育学習にどのような効果をもたらすのかを検証するため，「自分の動く

感じ」を36項目特定し，それらの変化と学習者の授業に対する形成的評価

や授業への観察者評価との関係性を明らかにしている。その結果，個人の「動

く感じ」の豊かさの向上と，体育学習の成果や教師の指導技術などの間に，

正の相関がみられたと報告しており，これは，三木の指摘する学習者の身体

世界の変容が，体育学習に好ましい影響を与える可能性を示唆したものとい

える。

３　ユニバーサルホッケーの概略

　ユニバーサルホッケーは，ホッケー型のレクリエーションスポーツであり，

専用スティックを使用して，ボールを相手ゴールにシュートして得点を競う

ゲームである。
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　その原型は，ヨーロッパで古くから行われている氷上のホッケー型スポー

ツ「バンディ（Bandy）」にあるといわれ，日本には1978年に「ユニホック」

として紹介されている。日本では1980年代に，この「ユニホック」に多少の

改良を加え，身体接触を伴わない子どもから中高年者までが楽しめるスポー

ツとして「ユニバーサルホッケー」が考案された（坂口，2008）。

ユニバーサルホッケーは，「いつでも，どこでも，誰でもできる」スポーツ

として，健康で明るい生活を高めるノーマライゼーション（normalization）

を目指しており，極力危険を避けるため用具はプラスチック製である。競技

は６対６の男女混成チームを原則とし，勝利主義に走らず楽しむことを第一

義としている点に特徴がある。主な特性は次の通りである（清水ら，1999）。

①　相手プレーヤーとの接触を避け，スティックは膝から上にあげること

が禁じられているなど安全性を重視している。

②　特別な技能を必要としない。パスとドリブルを練習すれば，シュート

の醍醐味を味わうことができる。

③　プレーヤーやポジションの交代が自由にできるため，運動強度の選択

がマイペースでできる。

④　屋内・屋外のいずれのコートでも実施可能であり，プレーヤーの運動

量に応じてコートの大きさも変更できる。

　　　　　　　　図１　ユニバーサルホッケーのコート
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４　研究の枠組み

4.1　研究課題と仮説

　本研究では，スポーツ実技 Aの学習テーマである「自由な身体の獲得＝

身体世界の広がりというスポーツの価値に気付く」ため，ユニバーサルホッ

ケーの教材化に向けた検討を行うこととした。

　その際，用具の改良という点に着目し，ボールに触れた確かな手応えとし

ての触球感を向上させることが，学習効果の改善に有効であるという仮説を

立て，実験的方法を用いてその検証を行うこととした。

4.2　研究の方法

4.2.1　スポーツ実技 Aの組立て

　全15時間の授業は，表１に整理したような内容で実施した。

　学習の初めに，実習をまじえた講義形式の解説を行い，これから行う実技

が高校までの体育学習と異なり，スポーツのなかに「自由な身体の獲得＝身

体世界の広がり」という価値を発見することが学習のねらいとなることを理

解させた。

　その後，ソフトバレーボールを教材にして実技に取り組んだが，この学習

ではスポーツの技能の向上が，「ゲームをして勝つ」という文脈で行われて

きた高等学校までのスタンスに対し，自分の身体世界の拡大というアプロー

チがあることを発見させることを意図して内容を組み立てた。また同時に，

それが勝敗や優劣というものとは関係なく，その人の技能や運動能力のレベ

ルに応じて誰もが等しく追求可能なものであることに気付かせることにも配

慮した。

　このような学習を経た後，ほぼ全員が始めて体験するユニバーサルホッケ

ーについては，基礎的技術について一定の講習を行った上でゲーム的な内容

を中心に学習を組み立てた。はじめの１時間はユニバーサルホッケーのオリ

エンテーション的内容として，ルールの説明や用具の基本的な操作方法，基

本技術の練習を行い，その後，ほぼ同じ内容の授業を，公認球を使って３時

間，改良したボールを使って３時間繰り返して実施した。
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表１　スポーツ実技 Aの授業内容

4.2.2　ボールの改良

　ボールの改良に当たっては，安全性を損なわないことに配慮しながら触球

感が向上するように工夫した。具体的には，ボールの重量を増やすことによ

って触球感を向上させることとし，プラスチック製の公認球（25ｇ）の中

にウレタン性のソフトボールを詰め，重量を倍の50ｇとして使用した。

4.2.3　データ収集の方法

　毎回の授業時に，質問紙による調査を行った。用具の改良と学習効果の関

連を授業ごとに把握するため，「成果」，「意欲関心」，「学び方」，「協力」の

４次元９因子で体育学習を形成的に把握する「体育授業の形成的評価」（高
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授業計画 学習の内容（テーマ）

1 オリエンテーション 授業の趣旨，授業の進め方，学習内容，評価等について

2 講義「スポーツと身体」 スポーツの価値とは，自分の身体と会話する

3 ソフトバレー① （基本的なパスを用いて）「ボールと話そう」

4 ソフトバレー② （サービスを用いて）「ボールを操ろう」

5 ソフトバレー③ （二人組みのパスで）「ボールを通して相手と話そう」

6 ソフトバレー④ （アイコンタクトで）「相手と一体になろう」

7 ソフトバレー⑤ （ゲームをしながら）「息の合う楽しさを発見しよう」

8 ソフトバレー⑥ （ゲームをしながら「スポーツの魅力を発見しよう」

9 ユニバーサルホッケー① ルールや用具の説明，基本技術（パス・レシーブなど）

10 ユニバーサルホッケー② （公認球）パス回し等の基本練習，タスクゲーム

11 ユニバーサルホッケー③ （公認球）ゲーム

12 ユニバーサルホッケー④ （公認球）ゲーム

13 ユニバーサルホッケー⑤ （改良球）パス回し等の基本練習，タスクゲーム

14 ユニバーサルホッケー⑥ （改良球）ゲーム

15 ユニバーサルホッケー⑦ （改良球）ゲーム
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橋ら，2003）を用いて，学習者の学びの実態を把握することとした。

　また，あわせて，毎回の授業終了時に岡澤ら（1996）の運動有能感測定

尺度を用いて「身体的有能さの認知」，「統制感」，「受容感」の３因子からな

る運動有能感の変化を測定するとともに，本日の授業についての感想を自由

記述で記入させた。

4.2.4　データの分析

　授業の形成的評価については，改良球を用いた授業と公認球を用いた授業

について，それぞれ対応する授業ごとに２群間比較を行った。比較に際して

は，対応のあるｔ検定を用いた。

　運動有能感の変化については，それぞれの項目の平均値を算出し，先ず６

回に及ぶ授業回数別に比較検討した。手法としては，ノンパラメトリック検

定において繰り返して使用でき，時系列分析に用いられるフリードマンの検

定を用いた。その後，改良球を用いた３回の授業内における変化と，公認球

を用いた３回の授業内の変化を確認した。

4.3　研究の限界

　研究の対象となる講座がひとつであったため，比較検討を行う統制群を別

に設定せず，同一の構成員で同じ内容の授業を繰り返してその差を検討した。

そのため，前半の公認球授業の学習成果が，後半の改良球授業の学習に影響

を与えた可能性がある。また，カリキュラムの関係上，各３回ずつの学習し

か設定できず，技能の上達など学習成果が十分に保障されたとは言い難い。

データの取り扱いに当たっては，このような限界に配慮した考察が必要である。

　また，やむを得ないことであるが，春から夏の授業となったため，後半の

改良球授業では高温多湿状況で授業が行われ，対象者の学習に対するモチベ

ーションは下がり気味であった。

５　結果及び考察

5.1　結果

5.1.1　授業の形成的評価の変化

　それぞれ対応する公認球使用授業と改良球使用授業の各因子を比較した。

48　　ユニバーサルホッケーの教材化に向けた工夫
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表２　対応する授業ごとの形成的評価の比較

全体を通して有意な差（ｐ≦ .05）は見られなかったが，初回の授業の比較

において改良球授業（7月15日）の方が「感動体験」「楽しさ体験」の因子

が高くなる傾向にあった。

　また，初回は改良球授業（後半授業）の評価が公認球授業（前半授業）の

評価を上回る因子が８個あったが，２回目４個，最終回が１個と，回を追う

ごとに公認球授業の評価が高くなっていく傾向が読み取れる（表２）。

5.1.2　運動有能感の変化

　６回の授業回数別の時系列分析では，「身体的有能さの認知」，「統制感」，「受

容感」の３因子を測定する各４項目のうち，それぞれ１項目ずつに有意な差

があった。

　有意な差があった質問項目のうち「身体的有能さの認知」においては公認

球３回目授業（７月８日）が最も高かった（表３）。「統制感」については，

改良球初回授業（７月15日）が最も高く，公認球３回目授業（７月８日）

がそれに続いた（表４）。「受容感」においても，改良球初回授業（７月15

日）が最も高く，公認球３回目授業（７月８日）がそれに続いており（表５），

全体を通して運動有能感の向上に関してはこの２回の授業において効果が顕

著にみられる傾向にある。

　また，改良球授業及び公認球授業の各３回の授業ごとに行った分析では，

次のような結果となった。
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　前半の公認球授業では，「身体的有能さの認知」で２項目，「統制感」で１

項目，「受容感」で１項目の有意な差（ｐ≦ .05）が見られ，すべて最終回

の授業が最も高くなる傾向にあった.公認球授業では，「身体的有能さの認知」

や「受容感」の向上が中心となって運動有能感を高めた可能性がある。また，

公認球授業の２回目は，すべての項目にわたって運動有能感が最も低い数値

を示す傾向にあった（表６～８）。

50　　ユニバーサルホッケーの教材化に向けた工夫

表３　全６回の授業の時系列比較（身体的有能さの認知４項目）

表４　全６回の授業の時系列比較（統制感の４項目）

表５　全６回の授業の時系列比較（受容感の４項目）
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表６　公認球授業の時系列比較（身体的有能さの認知の４項目）

表７　公認球授業の時系列比較（統制感の４項目）

表８　公認球授業の時系列比較（受容感の４項目）

　後半の改良球授業では，統制感のみに有意な差（ｐ≦ .05）が見られ，し

かもすべて初回の授業が最も高い傾向にあった。改良球授業においては，初

回の授業に運動有能感が高まり，それは「統制感」の向上によるところが大

きい傾向にある（表９～11）。

表９　改良球授業の時系列比較（身体的有能さの認知の４項目）
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5.2　考　察

　改良球を用いた授業では，形成的評価においても運動有能感の測定におい

ても，初回の授業が最も数値が高くなる傾向がみられたが，これは，初回の

授業ではパスやドリブルなどの単純な基本練習が中心となっていたため，確

かな触球感を容易に感じることができ，それがストレートに授業評価や運動

有能感の向上に反映したものと考える。２回目や３回目の授業についてはゲ

ームが中心となっており，確かな触球感よりもゲームの勝敗や相手との駆け

引き・戦術の成否など，他の要素が授業評価や運動有能感に影響を与えてい

る可能性が高いこと，ボールの重量が増すことによってボールコントロール

が難しくなっていること，などが影響したと考えられる。

　しかし，ボールを改良し触球感を向上させた授業において，パスやドリブ

ルなど，どちらかといえば学習者からは退屈で敬遠される基本技能の学習に

おいて，ゲームよりも高い授業評価や運動有能感の向上を得られたことは極

めて興味深い。これは，優劣を競うことに固執しなくても，自らの身体世界

の広がりや自由に動く身体の獲得に価値をおいてスポーツの学習が充実する

ことを示唆するとともに，改良球を用いたユニバーサルホッケーがその教材

表10　改良球授業の時系列比較（統制感の４項目）

表11　改良球授業の時系列比較（統制感の４項目）
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として有効であることを示すものといえよう。

　また，わずか３回程度の学習で公認球授業の運動有能感が向上したことに

ついては，筆者のこれまでの指導経験をもとに推測するならば，その学習効

果の高さを確認するよりも，ユニバーサルホッケーが大学生のスポーツ教材

として易しすぎるという解釈がより適当ではないかと考える。公認球を用い

た授業では，その運動有能感の向上は主として「身体的有能さの認知（自分

の運動能力や技能に対する肯定的認知）」に因っていることが推測されたが，

わずか３回の学習でゲームという難易度の高い内容において「自分ができた」

という実感を手に入れることができること自体に，大学生のスポーツ教材と

しての限界を感じるところである。

　一方，改良球を用いた授業における運動有能感の向上は，「統制感（努力

や練習によって運動をどの程度コントロールできるようになるかという認

知）」に因るところが大きいと推測できた。これについては，「今は難しいが，

今後の努力で解決できる」という自信を獲得できたということであり，授業

としてより適切な難易度が設定できた結果ではないかと推察する。

６　まとめ

　本研究は，ボールに重量をもたせることによって触球感を向上させること

が，学習者にどのような影響をもたらすものであるのか検証するとともに，身

体世界の広がりに目を向けた体育学習の教材としてのユニバーサルホッケー

の可能性を探ることを目的に行われ，次のような知見を得ることができた。

（１）授業の形成的評価については，初回の授業の比較において改良球授

業（７月15日）の方が「感動体験」「楽しさ体験」の因子が高くなる傾

向にあった。

（２）運動有能感の向上に関しては，公認球授業の最終回及び改良球授業

の初回においてその効果が顕著にみられる傾向にあった。

（３）公認球授業では，「身体的有能さの認知」や「受容感」の向上が中心

となって運動有能感を高める傾向にあった。

（４）改良球授業においては，「統制感」の向上が中心となって運動有能感

を高める傾向にあった。
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　以上のような知見から，今回の触球感の向上をさせた取組みは，身体世界

の拡大を価値とした新しい体育におけるスポーツ学習への可能性を感じさせ

るとともに，ユニバーサルホッケーを体育教材として導入するための有効な

手段となることを予感させるものとなった。
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